
褥瘡予防のための職員研修（第２回）を開催しました！

・７月９日（水）に褥瘡予防のための職員研修を開催しました。

　前回（Ｈ26年５月21日）の開催時に参加できなかった職員のために、再度開催しました。

　内容については、前回の参加者からの『褥瘡予防を“皮膚”という基礎的で身近な視点から

　学べて、とても分かりやすかった』『次回はもっと実技講習的なことを学びたい』等の

　要望から、褥瘡予防のための介枕・クッション等を使用した介助方法や、ベッド上での安楽

　な姿勢　についての実技講習が、研修後半に行われました。

それぞれの講師が、『皮膚の役割』『加齢による皮膚の変化』『褥瘡の定義』等を身近な日常

の場面を紹介しながら分かりやすく解説しました。講師が参加者一人一人に問いかけをし、

それぞれが自分自身で想像し、考え、意見を言える充実した時間でした。

褥瘡の発生原理について、フリース地の衣類とペットボトルを使用して、『圧力は接地面積

が小さいほど大きい』という説明を受けました。



設問：『下記の状態のご利用者様に対して、適切なベッドポジショニングを行なってください』

　　　①体交が自分で出来ない　②痩せている　③低栄養状態　④上肢に中度の拘縮　

　　　⑤下肢に軽度の拘縮　⑥仙骨に軽度の褥瘡（発赤）あり。

上記の設問に対して、参加者それぞれが適切と思う介枕・クッションの当て方を実演し、講師

からの指導と解説がありました。

ベッド上での安楽な姿勢（自力で寝返りができない方、仰臥位の場合）を参加者それぞれが

実演し、講師からの指導と解説がありました。

その他、最近、参加をさせていただいた外部研修を紹介します！

[外部研修] ７月１４日（月）　四日市市　主催（四日市市総合会館にて）

               コミュニケーション技術研修会　　高齢者とのコミュニケーション　

              　～　相手の気持ちを理解する　～

入社１年目の介護職員３名が参加をさせていただきました。

老年看護学を専門とされる大学の先生が講師をされ、加齢による心

身機能の変化、心理社会面の変化や専門職としてのコミュニケー

ションの手法、心のあり方を学びました。あらためて私たちがご利

用者様から与えられている「学び」「感謝」「感動」の 有り難さ

と専門職としてのコミュニケーション技術、寄り添う心の大切さを

学びました。
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